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●「もしあなたなら」を英語でどう言うのか

●Ifを使わずに仮定法を表す方法
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（注意）本書では、［ ］の中の語句をお互いに置き換えても意味が変わらな

いということを［／］で表しています。

（例）私はかぎ穴から私の部屋の中をのぞいた。

I［looked／peeped／peeked］into my room through the

keyhole.
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